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（岩間 2014・高良 2017・石川 2019 を参照し作成）
アクションの原動力となる価値観
（ソーシャルワークの価値・倫理観＋精神保健福祉士個人の原点）
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ていくことが明らかにされた．
これらの社会変革をしていくために必要な行動へと至るためには，その背
後にある突き動かされる危機感や精神保健福祉士の使命感という【アクショ
ンの原動力となる価値観】が根底にあることが示唆された．
Ⅳ．考察
１．研究結果と先行研究の比較
質的分析の結果，ソーシャルワークにおけるソーシャルアクションに必要
なコンピテンシーとして，【アクションの原動力となる価値観】【個別支援を
通じた多様な個別ニーズへの気づき】【地域ニーズのみえる化】【アクション
を展開するための職場マネジメント】【関係機関等との協働関係の構築】【制
度化やサービス改善・開発の交渉】【経験の共有を通じた普及啓発の促進】
という７のカテゴリーを生成した．以下，本研究の結果と先行研究を比較し
ながら考察する．
まずソーシャルアクションを展開するためには，日々の個別支援から社会
福祉関連制度・サービス等への課題に気づく必要がある．先行研究では，岩
間（2014）や髙良（2017）がソーシャルアクション実践のスタートとし
て，法制度等の課題や広範囲に亘る個別ニーズの明確化の必要性を述べてい
る．これらは【個別支援を通じた多様な個別ニーズへの気づき】のカテゴ
リーを裏づけている．次に，個別ニーズを地域ニーズへと昇華するために，
法制度等の課題とニーズの可視化や共有化が必要となる（菊池2006；髙良
2017）．これらは【地域ニーズのみえる化】のカテゴリーにつながる．また，
これらの地域ニーズを関係機関等と共有し，協働関係の構築を図ることで，
組織的なアクションが可能となる（岩間2014；髙良2017）．これらは【関
係機関等との協働関係の構築】を反映するものである．そして，具体的なア
クションとして制度化の交渉や協働実践が展開されていく（室田2012；岩
間2014；髙良2017）．これらは【制度化やサービス改善・開発の交渉】と
いうカテゴリーを裏づけていると考えられた．
一
一
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
77
２．本研究で考えられた新たな知見
一方，これまでの先行研究では，コンピテンシーとして眼に見える能力や
スキルに焦点化されていた．しかし，ソーシャルアクションが，ソーシャル
ワークの方法・援助技術であるならば，その根底には【アクションの原動力
となる価値観】であるソーシャルワークの価値観や倫理観が，根づいていな
ければならない．また，精神保健福祉士は精神障害者の社会的復権を社会的
な使命として誕生した国家資格であり，ソーシャルワークの価値を重視した
福祉専門職である．コンピテンシーの概念を拡大することによって，ソーシャ
ルアクションを展開するために，その根底に求められる価値観や倫理観を可
視化した．
また，アクションの必要性について，関係機関等と合意形成を図るために
は，その根拠が求められる．したがって，理念や想いの可視化が重要と考え
られる．ソーシャルアクションは，ソーシャルワークのマクロ実践に位置づ
けられるが，突然アクションが展開できる訳ではなく，ミクロ・メゾ実践と
複合的に展開される．これまでの先行研究では，マクロレベルでの協働関係
の構築について述べられていたが，その前提としてソーシャルワーカーの所
属機関の理解を得るために，【アクションを展開するための職場マネジメン
ト】が必要不可欠である．本研究では，所属組織内というメゾレベルでのコ
ンピテンシーに言及した．
そして，協働モデルに基づくソーシャルアクションでは，行政機関との連
携・協働が必要不可欠となるが，行政機関は平等を重視した市民に対する活
動が求められる．そのため，精神保健福祉士は「当事者を市民にする」ため
のかかわりとして，ソーシャルアクション実践で得られた【経験の共有を通
じた普及啓発の促進】が求められる．ソーシャルアクションの終結は一定の
成果とともに，次のアクションが必要な地域課題を生み出す．そのため，新
たなソーシャルアクションを展開するためのモニタリングを行い，アクショ
ンを具現化するための理念とシステムを関係機関と共有し，継承していくこ
とを志向した実践が求められる．本研究では，社会変革や創造から次のソー
シャルアクションへつなげるためのモニタリング機能が示唆された．
本研究では，エキスパート精神保健福祉士の語りから，眼に見えないソー
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シャルワークの価値・倫理観と精神保健福祉士個人の原点が内包された【ア
クションの原動力となる価値観】，ソーシャルアクションが１つ終結を迎え
た時に，新たなアクションの展開に備えるための【経験の共有を通じた普及
啓発の促進】そして実践の土壌づくりとなる【アクションを展開するための
職場マネジメント】というカテゴリーをソーシャルアクションのコンピテン
シーとして可視化し，新たな知見として整理できたことに意義があると考え
られる．
Ⅴ．本研究の限界と今後の課題
本研究ではソーシャルアクション実践の枠組みを焦点化し，調査協力者と
して「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進（構築支援）
事業」における広域アドバイザーならびに都道府県等密着アドバイザーとい
う基準を設定している．そのため，今後も対象者数を増やし，ソーシャルワー
クにおけるソーシャルアクションのコンピテンシーを体系化していくことが
求められる．また，ソーシャルアクションは地域特性も色濃く反映されるこ
とから，幅広い地域の実践を網羅した分析が必要と考えられる．
これらの限界や課題はあるが，ソーシャルワークにおけるソーシャルアク
ションのコンピテンシーを抽出したことで，仮説を生成することができ，本
研究の目的はおおむね達成できたと考えられる．今後は，コンピテンシーの
妥当性を追求するために，量的な実証研究を実施していくことが求められる．
註
１）ソーシャルアクションの暫定的定義
先行研究レビュー（小沼2020）を踏まえ，本研究のソーシャルワーク
におけるソーシャルアクションの暫定的定義を設定した．「当事者や地
域住民の主体的な社会参加を中心とした多様な主体の協働関係を構築
し，組織的な合意形成に基づく社会資源等の開発や制度化に向けた活動
によって，法制度やサービスならびに地域住民の価値観等の変革を目指
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すソーシャルワークの間接援助技術」とした．
２）本研究におけるコンピテンシーの暫定的定義（分析の視点）
専門職に必要な「価値・知識・技術からなる測定可能な実践態度」（ソー
シャルワーク教育評議会：アメリカ；CSWE2012）ならびに「心理社
会上の前提条件が流動する状況で，固有の文脈に対して，複雑な需要に
上手く対応する能力」（経済協力開発機構：OECD）の考え方を参照した．
姜（2017）は，OECD のコンピテンシーの利点を活かし，ケアワーク
に必要な能力構成要素を明らかにしている．これらの幅広い能力観は，
専門的価値に基づき思考し，柔軟な応用実践を行うソーシャルワークに
おいても有効と考えたからである．
そのうえで，本研究におけるコンピテンシーの暫定的定義として，「精
神障害者が置かれた特殊な状況のなか，複雑なニーズに対応し質の高い
ソーシャルアクションを展開するために，ソーシャルワーカーに必要と
される測定可能な資質・能力」と設定した．
ソーシャルワークにおけるソーシャルアクションは，ソーシャルワーク
の価値を前提として知識や技術を駆使する援助技術である．そのため，
知識や技術の修得に限定せず，意欲・関心・視点・姿勢・行動といった
多種多様な能力観を採用し，分析対象とした．
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